
 
 
 

 

 

Plaza 財務会計のユーザ様へ 

昨年 10月からサポート期間の更新を迎える

Plaza 財務会計のユーザの皆様にご案内してお

ります通り、Plaza シリーズのサポートが残す

ところあと 2 年（2 回の年次更新）となりまし

た。 
数多くのお客様が既に Plaza-i へマイグレー

ションしていただいておりますが、Plaza 財務

会計を一人で利用しているというお客様が、移

行しきれずにいらっしゃいます。 

スタンドアロン版－低価格モデル 

Plaza-i はバイリンガル、多通貨という特徴

を持つ中小・中堅企業向け ERP システムとして

既に 150 社以上の会社でご利用いただいており

ますが、今回、上記のような Plaza 財務会計を

一人で利用しているお客様の為に、Plaza-i のス

タンドアロン版を用意しました。 
このスタンドアロン版は、機能的には

Plaza-i と同じですが、一台のコンピュータで利

用することを前提に、ライセンス価格を従来の

Plaza 並に押さえた低価格モデルです。Oracle
も Personal Edition（PE）という 4 万円でご提

供可能なライセンスを使用します。 

最新環境で稼働する Plaza 財務会計 

スタンドアロン版で提供する Plaza-i はバー

ジョン 2 という、.NET Framework という最新

の環境で動作するプログラムです。 
Plaza-i バージョン 2 はバイリンガル、多通

貨、マッチング等の Plaza 財務会計の便利な機

能はそのままに、しかし、ERP を強烈に意識し

たバージョン 1 のようにマスター管理、ユーザ

管理などに分かれておらず、1 つのプログラム

から全てのメニューを起動することが出来る Pl 
aza 財務会計のユーザ様にも違和感なくご

利用いただけるシステムです。 
また、Plaza 財務会計は Access2000 までし

かサポートしていないため、Vista 等では動作し

ませんが i は、Office2007 も含む、最新のコン

ピュータ環境で動作します。但し、Plaza-i はコ

ンピュータのリソースを多めに必要としますの

で、XP（SP2 以上）であれば 2GB 以上、Vista
であれば 3GB 以上のメモリーを推奨していま

す。 
また Plaza 財務会計では総勘定元帳照会並

びに印刷で、期を跨いだ出力が出来ませんでし

たが、Plaza-i では期を跨いで会計期間を指定し

出力することが可能になりました。 
また、Plaza-i は、四半期財務諸表対応、PDF

への出力、グリッド画面のエクセル転送、消費

税の伝票別税抜き処理による消費税申告書の出

力、電子帳簿保存法への対応等、最新の会計シ

ステムが備えるべき機能を備えています。 
従って、Plaza 財務会計のユーザの皆様には、

Plaza のデータがコンバージョン可能で、なお

かつ、最新コンピュータ環境で稼働する、機能

的にも進化した Plaza 財務会計が登場したとお

考えいただければ幸いでございます。 

Plaza-i 給与計算－3 月リリース 

固定資産につきましては、既に、減損会計

並びにリース会計に対応した Plaza-i 固定資産

をご利用いただいておりますが、給与計算につ

きましても、.NET Framework 環境に対応した

Plaza-i 給与計算を本年 3月にリリースいたしま

す。 
Plaza-i 給与計算は、給与台帳、賃金台帳で、

「ゼロ金額を印刷しない」オプションをサポー

トし（無駄な項目を印字しなくなりました）、

また、暦年を超えた年月を範囲指定して印字で

きるようになりました。 
また、Plaza-i 給与計算モジュールのみ、移

行期間中については当面 Access2000 の MDB
をサポートします。但し、他の Plaza-i モジュー

ルと同じく、近い将来 Oracle に一本化していく

予定ですので、この機会に Personal Edition も

含む Oracle データベースへの移行も合わせて

ご検討下さい。 
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Plaza-i 個人マスター連携の事例 

Web フロントシステムやマーケティングシ

ステムなどの外部システムをご利用の場合、基

幹システムとの間での顧客情報の共有は、どの

ように行っていますでしょうか。

Plaza-i の個人マスター外部データ取込機能

では、WebAPI を通して、個人マスターの追加・

修正・削除のリアルタイム連携にも対応してお

ります。

（ユーザデータ交換処理設定イメージ）

Web システム Plaza-i 

Web 個人番号 外部個人 M 外部個人番号 EXTPRSNUM 

個人名 個人 M 個人名 PRSNM 

住所 個人 M 住所１ ADR1HOM 

ビル名等 個人 M 住所２ ADR2HOM 

Tel 番号 個人 M 電話番号 PHNNUMHOM 

Fax 番号 個人 M ファクス番号 FAXNUMHOM 

携帯番号 個人 M 携帯番号 MOBPHNNUM 

従業員（複数） 
個人担当従業

員組織 M 
従業員コード EMPCD 

（戻り値） 個人 M 個人番号 PRSNUM 

※M はマスターの略 
上図のようにユーザデータ交換処理用にマ

スター設定を行うことで、個人名や住所、電話

番号、ファクス番号、携帯番号などの個人マス

ターに属する情報と、担当従業員の情報を取り

込みます。個人の当社従業員は、スラッシュや

パーレンなどの区切り文字を指定することがで

きますので、例えば「A001/A002」のような形

式にすることで、「A001」と「A002」という複

数の担当者として解釈し、取り込みます。（こ

れは取込先の個人担当従業員組織マスターとい

うテーブルが、比較的単純な構造なので、この

ような形式に対応しています。）Plaza-i の個人

番号とは別に、Web システム側の個人番号（図

表の「Web 個人番号」）を持つ場合、Plaza-i
側にも外部個人番号という情報を持たせており、

これにより Plaza-i のキーだけでなく、外部シス

テムのキーにおいても、重複して取り込まない

仕組みになっています。

処理終了時には、終了コードとともに、

Plaza-i で採番した個人番号のほか、Web システ

ム側にフィードバックが必要な任意のフィール

ドを戻り値として返すよう、設定することが可

能です。

なお、Plaza-i は THR 顧客管理システムもご

用意していますので、Plaza-i から登録された顧

客情報だけでなく、本例のように外部システム

から提供された顧客情報が集約されることで、

登録の負荷を軽減し、また、THR から出力でき

る、DM 用の宛名ラベル、送り状などの活用に

も繋げることができます。

もし、外部システムとのデータ連携のご要望

がありましたら、個人マスターに限りませんが、

このようなソリューションも含めたご提案が可

能ですので、ぜひ弊社担当までご相談いただけ

ましたら幸甚でございます。

海外拠点でも Plaza-i 

Plaza-i は海外でもご利用いただけます 

ご存知の方もいらっしゃると思いますが、実

は Plaza-i は日本国内だけではなく海外でも 27
の国と地域に実績があります。

今回は海外拠点のシステムにお悩みの方、海

外進出を考えられている方になぜ海外拠点で

Plaza-i なのかをご紹介させていただきます。 

海外で必要なものがそろっている

日本国内だけで利用する場合と違って海外

拠点で利用するから必要になる機能にはどのよ

うなものがあるでしょうか。

海外で日本語だけのシステムをご利用いた

だくのは不可能ではありませんが、人員の確保

まで考えるとやはり英語での表示は必要になる

でしょう。

また日本企業の海外拠点であれば、日本から

確認する場合には日本語でも表示できると海外

拠点の動向を把握しやすくなるメリットがあり

ます。

Plaza-i はバイリンガルのシステムですから

表示言語を利用する人ごとに日本語と英語に切

り替えることができるだけでなくユーザーズガ

イドも英語版があります。

言語以外でも国内でも輸出入があれば必要

ですが、多通貨取引に対応していることも必要

になります。

さらに IFRS 適用で機能通貨を採用する場

合には取引に利用する通貨、機能（計上）通貨

に加えて現地税務用の税務通貨を取引ごとに管
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理する必要がありますが、Plaza-i では多通貨対

応はもちろん、機能通貨と税務通貨にも対応し

ています。

それ以外にも Plaza-i は複数会計基準に対応

していますので現地会計基準の財務諸表と日本

会計基準の財務諸表を両方出力できますし、複

数の会社を処理できるので、海外拠点が複数の

国にある場合にもそれぞれの会計基準での財務

諸表と日本基準の財務諸表に対応できるため、

海外拠点がいくつもある会社でも、後から拠点

が増えても安心です。

会計だけではなく販売管理も

今回、インボイス方式の請求書機能について

別途、ご紹介させていただいていますが、その

他にも海外拠点で役立つ機能がありますし、実

際に会計だけではなく、販売や仕入等もご利用

いただいています。

また Plaza-i は国内利用だけでなく、販売管

理まで含めた海外対応を積極的に進めています

ので海外拠点でもぜひ Plaza-i をご検討いただ

ければ幸いです。

なぜ Plaza-i がいいのか 

これまで簡単ではありますが、海外で利用さ

れる際に必要となる機能が充実していることを

ご紹介させていただきましたが、費用面でも

Plaza-i には大きな特徴があります。 
多くのシステムでは法人ごとにライセンス

を購入する必要がありますが、Plaza-i では日本

も海外拠点も同じ環境で Plaza-i を利用される

場合には法人ごとにライセンスを新規で購入す

る必要はありません。（ユーザ数が増えた分は

購入いただく必要がございます）

そのため 2 社以上の複数法人で Plaza-i を利

用する場合、費用面でもメリットがあります。

また日本も海外拠点も同じ環境で運用する

ことはシステム管理を一括で行うことができ、

コスト面でも内部統制の面でもメリットがあり

ますし、そもそも連結を行う場合にも同じ環境

であればデータの受け渡し等も不要でリアルタ

イムに海外拠点まで含めて把握することができ

ます。

おわりに

日本の商習慣に対応し、海外でも利用ができ、

ガバナンスも安心、それでいてコスト面でも妥

当なシステムは意外とありません。

海外拠点でも Plaza-i を利用してみようと少

しでも思われた方はぜひ弊社担当者、または弊

社 HP にご相談ください。 

Windows Server2016 

マイクロソフトが 2016 年 10 月に Windows 
Server2016 をリリースしました。Oracle 社が現

時点では、Windows Server2016 への対応を表

明していない為、Plaza-i サーバに Windows 
Server2016 を利用することはまだできません

が、最新 OS についてどのような変更があった

かの情報をまとめてみました。

まずライセンスの提供方法が変更され、従来

の「プロセッサライセンス」ではなく、「コア

ライセンス」で提供となります。

Windows Server 2016 のコアライセンスは、

「2 コアパック」の単位購入になり、サーバに

搭載された「物理コア数」分ライセンスを購入

する必要があります。

コア数が少ない場合でも最小購入数が決め

られており、物理サーバごとに、最小 16 コアラ

イセンス（2 コアパック×8）必要なので、コア

の少ないサーバでもある従来のサーバライセン

ス購入費用を減らすことが出来ないようです。

また購入するエディションで従来の

Windows Server 2012 R2 では、Standard／
Datacenter の両エディションでは仮想化利用権

の違いだけで機能差はなかったのですが、2016
では機能差があるようです。

Datacenter でしかストレージ機能 (Storage 
Spaces Direct および Storage Replica など)、
シールドされた仮想マシン、ネットワーキング

スタックの機能は利用ができません。

これらの機能は単一サーバで運用する場合

にはほとんど使わない機能なので、小中規模の

システムでは Standard を選択すれば問題ない

と考えます。

新機能として Nano Server と言って機能を

かなり限定してインストールし、リソース消費

を抑えるインストール方法や Windows Server
コンテナーという仮想技術に対応、セキュリテ

ィの強化などが挙げられます。

筆者が注目したのは Windows Defender が

https://www.ba-net.co.jp/contact/
https://www.ba-net.co.jp/contact/
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サーバーの機能として追加された点で、ユーザ

様によってはサーバにセキュリティソフトを導

入していない環境を拝見することもまれにあり

ますので、丸裸の状態よりは多少のリスクは低

減できるかと思います。

然しながら Windows Defender 自体がセキ

ュリティに対する認識がない後進国や発展途上

国のサーバでセキュリティソフトがないために、

不正アクセスにより Windows Server を不正利

用されることに対し、マイクロソフトがセキュ

リティリスクを減らすために作成したセキュリ

ティソフトです。

ウィルス検知のヒット率やセキュリティソ

フトの機能を見ると有償のセキュリティソフト

と比較するとかなり劣ります。

Windows Defender はあくまで最低限のリ

スク防止のものと考え、正規のセキュリティソ

フトを導入いただくことを強く推奨いたします。 
筆者自身が Windows Server 2016 を操作してみ

ましたが、インターフェースがほとんど

Windows10 と変わらないため、今までのサーバ

OS と違い、自身の PC を操作しているのかサー

バ操作しているのか混乱するほど酷似している

なと感じました。

弊社では引き続き Windows Server2016 調

査研究を行い、Plaza-i への対応検証を進めて参

ります。Windows Server2016 への対応が取れ

次第、別途アナウンスをさせて頂きますので、

何卒よろしく御願い致します。

Plaza-i 機能紹介 関係会社取引自動計上 

はじめに

本社（以下、親会社）と関連するグループ子

会社（以下、子会社）では、取り扱う商品が異

なるために、例えば、親会社側で子会社の扱う

商品を使って、親会社の研究開発に活かしたい

といった場合、親会社は子会社に対し、子会社

の取扱い商品を取り寄せる（発注し、仕入れる）

ことになります。

子会社側からみると、親会社からの発注を受

けて、その商品の在庫を確認し、引き当てされ

ていない出荷可能分が倉庫にあればそれを出す

か、もしくは、そういった在庫もなければ、仕

入先へ発注し、仕入れ、親会社へ出荷し、売上

げます。

Plaza-i では上記のような関係会社間の取引

における要件に応えるべく、処理を効率化する

機能が（現状は一部ですが）ございますので、

本稿にて運用事例を交えてご紹介させて頂きま

す。

セットアップ

同一企業コード、且つ、親会社用会社コード

と、子会社用会社コードに会社コードを分けて、

Plaza-i を運用していることを前提とします。 
子会社側の得意先マスターに親会社の得意

先を登録し、「関係取引定義タブ」を登録しま

す。その他、商品取引区分マスターや売上仕入

科目関連マスターなど追加セットアップします。 
親会社側は、仕入先マスターに子会社の仕入

先を登録します。また、仕入タイプマスターな

ど追加セットアップします。

セットアップの詳細は、Plaza-i ユーザーズ

ガイド SOE、受注（章）、関係会社取引自動計

上機能（節）、セットアップ（項）の説明をご

参照ください。

受注～出庫予定

関係会社間の取引においては、Plaza-i の操

作は、基本的に子会社側（システム上、関係会

社へ売上を計上する側）の会社にログインして

行います。

親会社からの発注を受けて、子会社側で

SOE 受注伝票を入力します。得意先コードに親

会社を指定し、あとは通常通り入力します。

子会社側の受注の裏には、親会社側の発注の

事実がある訳ですが、親会社側の発注処理～入

庫予定部分については、現状未対応（将来的な

拡張課題）です。

受注明細の商品について、子会社内に引当可

能な在庫があれば、在庫引当てし、出庫予定を

立てます。在庫がなければ、次項の発注処理を

行います。

発注～仕入

子会社は、親会社から要請のあった商品を仕

入れるため、PUR 購買管理システムで発注～仕

入の処理を通常通り行います。
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売上計上

子会社側で商品を仕入れたら、最後に子会社

側で出庫予定を出庫確認し、売上計上します。

売上計上すると、子会社側は売上伝票が作成

されますが、それと同時に、親会社側の会社に、

自動で仕入伝票を作成します。

この、子会社側で行った売上計上処理によっ

て、親会社側に「仕入伝票を自動作成する」と

いう部分が今回ご紹介する関係会社取引自動計

上という機能になります。

仕入伝票を自動作成するにあたり必要な情

報は、まとめて前述の得意先マスター「関係取

引定義タブ」にありますので、極力、通常の運

用のまま処理できるように（操作に注意しなけ

ればならないことが増えないように）設計して

います。

おわりに

今回、受注伝票より入力し、売上計上すると

いう運用例にてご紹介致しましたが、事後的に

売上伝票を直接入力する場合も、関係会社側へ

仕入伝票を自動作成することができます。

複数のグループ会社で Plaza-i をご利用され

ていて、グループ会社間で商品売買の取引を行

っている場合、本機能の導入をご検討されてみ

てはいかがでしょうか。弊社コンサルタントが

親身になって、Plaza-i システムによる業務効率

化をお手伝いさせて頂きます。

Plaza-i 新機能-インボイス方式対応 

はじめに

Plaza-i では海外法人、特に日本企業の海外

子会社でご利用頂くための機能を各種取り揃え

ておりますが、バージョンアップを重ねること

で日々、機能追加・改善を行っています。

最近では、シンガポールでのご利用開始に合

わせ、インボイス方式に対応しました。日本で

は軽減税率制度の導入に伴い導入が予定されて

いるインボイス方式ですが、海外では既に複数

の国で採用されています。今回は Plaza-i でのイ

ンボイス方式対応についてご紹介します。

Plaza-i でのインボイス方式対応 

インボイス方式では仕入、販売それぞれにか

かる消費税額は、発行した（された）インボイ

スに準拠します。請求書（インボイス）に記載

された金額で処理を実行できるオプションを追

加しました。

合わせて、仕入消費税請求金額を受領した請

求書に合わせる機能も追加しています。

その他、インボイス方式を採用する場合には

一般的に請求書は会社別の連番であることが求

められるため、請求書番号を原則欠番のない、

会社別の連番にする機能を追加しました。

運用のイメージ

会社別オプションで「インボイス方式」を採

用する…オプションの「消費税計算方式区分」

で「インボイス方式」を選択し、取引通貨と基

準通貨（税務通貨）が同じ場合には計算等をせ

ずに単純にそのまま転記し、異なる場合にも外

貨換算のみを行い、税法消費税計算は行わない

ようにします。

取引先の消費税登録番号を登録する…法人

番号とは別に財貨・サービスに係る税について

処理を行うために付番された番号を有する場合、

取引先マスターの消費税登録番号を登録します。 
仕入消費税請求金額の保守…仕入消費税請

求金額を保守メニュー（PUR 仕入消費税請求額

照合保守）を利用し、受領した請求書（インボ

イス）に合わせます。

請求書番号の欠番を排除する…請求書を単

純連番の請求書番号で運用します。Plaza-i では

伝票番号は取引データの主キーであり、通常、

保存時に自動採番され、削除すれば伝票番号は

欠番になることがありますが、設定を行うこと

で、原則欠番のない、会社別の連番で運用しま

す。

おわりに

主なポイントのみ簡単にご説明しましたが、

インボイス方式を実際に導入する際には個々の

事例により様々な課題が見込まれます。

大幅な税制改正においてはユーザ様でも

様々な対応をされると思いますが、システム面

でも余裕をもって対応するために、ご検討の際

は是非、弊社担当者にもご相談ください。
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パターン・ランゲージのご紹介

はじめに

システム開発やシステム導入は、各企業のお

客様とともにプロジェクトベースに進めます。

Plaza-i は、パッケージシステムのため、既に設

計はできておりますが、お客様のご要望があれ

ば、カスタマイズ開発も請け負っており、その

カスタマイズ部分もシステムの標準機能に組み

込む仕組みです。そのため設計が非常に重要で

す。また、各種マスター設定の組み合わせで、

データフローが変わるため、中・大規模なシス

テムプロジェクトでは、やはり設計が非常に重

要になります。

デザインとは、もとはこの設計を意味する言

葉です。デザインというキーワードのイメージ

から、筆者は、上記のシステム設計の他、建築

や小売店に並ぶ製品パッケージ、企業やブラン

ドのロゴ、インテリア、衣服等をイメージいた

しますが、いかがでしょうか。

さらには、ビジネスモデルのグランドデザイ

ン等とも使われております。

今回は『プロジェクト・デザイン・パターン』

（※1）という書籍のご紹介を致します。 
この『プロジェクト・デザイン・パターン』

の共著者の一人梶原文生氏は、キッザニア東京

の企画・設計などを手掛けた建築コンサルタン

トの方です。もう一人の著者、井庭崇氏は、慶

應大学メディア研究科教授であり、パターン・

ランゲージという概念の専門家です。

パターン・ランゲージとは

パターン・ランゲージとは、もとは、クリス

トファー・アレキサンダーという建築家が 1970
年代に良い町・建物に潜む共通パターンを言語

化したものです（『パタン・ランゲージ：環境

設計の手引き』253 パターンにまとめられてい

る）。その 10 年後にソフトウェア開発に携わる

人たちが、ソフトウェアデザインの秘訣を共有

する方法としてこの考え方を応用し、更なる 10
年で、教育や組織分野に応用されていったとい

う流れがあります。要するに、いいデザインや

いい実践例の秘訣を共有する方法として言語化

するということです。

本書のもとは、梶原氏が、中国法人を立ち上

げる際に、全員の企画をみるわけにもいかず、

一定レベルの企画が立てられるように、との考

えのもとで、企画のコツをパターン・ランゲー

ジにしたそうです。

本書は、5 つのカテゴリーと 32 のパター

ン・ランゲージで構成されております。①企画

の哲学②情報収集のコツ③企画づくりのコツ④

企画人として生きるコツ⑤もう一つの企画の捉

え方、の 5 つです。また 32 のパターンは、それ

ぞれにパターン名が付けられ、状況・問題・解

決・結果の順で構成され、とても読みやすく、

資料作りの参考にもなります。

マニュアルとの違いは？

さらに、興味深いのは、マニュアルとの違い

です。マニュアルは、物事を遂行する手順とし

てまとめられ、深く考えることなしに実行でき、

他の人の経験を聞かなくても読めばわかること、

が目的とされていますが、パターン・ランゲー

ジは、具体的すぎず、抽象的すぎない抽象度の

ため、マニュアル化が難しかった創造的な活動

の実践支援に適している（理念などの上位概念

と具体的行動の下位概念の間をつくることとも

言い換えています※2）、と述べております。 
システム開発や導入のプロジェクトは、生き

物のようであり、問題が起こらないようにどう

すべきかと、起った場合にどうすべきかの考え

が重要ですが、ベンダー側もお客様側もマニュ

アルだけでは対応が難しく、問題の解決に創造

性が問われる面も多分にあるのではないかと考

えております。

おわりに

パターン・ランゲージという概念は、プロジ

ェクトだけではなく、ビジネス全般において、

汎用性が高いのではないかと考え、ご紹介させ

ていただきました。ご参考にしていただければ

幸いでございます。

※1：井庭崇・梶原文生 『プロジェクト・デザ

イン・パターン』（株式会社翔泳社、オンデマ

ンド印刷版、2016 年 4 月 1 日） 
※2：抽象と具象の往き来が重要なことは、経営

コンサルタントの大前研一著『新装版 企業参謀』

（プレジデント社 2001 年 2 月 21 日 p.41）や、

アップル製品のデザインを行っていたデザイン

ファーム、IDEO の CEO ティム・ブラウン著『デ
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ザイン思考が世界を変える』（ハヤカワノンフ

ィクション文庫、2014 年 5 月 15 日 p.115）に

おいても指摘しております。

最新の Plaza-i バージョン情報 

平成 29 年 1 月 18 日現在までリリースして

おります最新のバージョン情報をお届けします。 

Plaza-i.NET  V2.01.43.11 
Plaza-i 給与計算システム V2.0.5.57 

なお、Plaza-i 給与計算システムは弊社ホームペ

ージ（http://www.ba-net.co.jp/）Top 画面の「ニ

ュース」欄にも掲載しております。

http://www.ba-net.co.jp/
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NISA 制度の見直し 

１．はじめに

平成 28 年 12 月 22 日に閣議決定された「平

成 29 年度税制改正の大綱」において、現行の

NISA(少額投資非課税制度)に加え、新たに積立

NISA が創設されることとなりました。 
現行の NISA は、20 歳以上の居住者等を対

象として、非課税口座で取得した上場株式等の

配当等やその上場株式等を売却したことにより

生じた譲渡益が非課税になる制度です。非課税

となる投資総額は最大600万円(年間120万円×

非課税保有期間 5 年)で、投資可能期間は 35 年

までとなっております。

しかし現行の NISA 制度は、非課税保有期間

が 5 年と短く、積立型の投資に利用しにくいこ

とから、家計の安定的な資産形成を支援すると

いう本来の NISA 制度の趣旨と矛盾が生じてお

りました。

そこで今回の大綱において、少額からの積

立・分散投資を促進する制度として積立 NISA
が新たに創設されます。

２．積立 NISA の概要 

積立 NISA は、長期的な投資を促進するため

の制度であるため、現行の NISA よりも年間投

資上限額は 40 万円と少ないものの、非課税保有

期間は 20 年と長く、投資総額は最大 800 万円

となります。

投資対象商品については、長期の積立・分散

投資に適した一定の投資信託とされており、具

体的には信託期間が無期限又は 20 年以上であ

ること、また毎月分配型でないこと等という制

約があります。

また投資方法については、契約に基づく定期

かつ継続的な方法による買い付けにより行われ

なければなりません。

３．現行 NISA との比較 

積立 NISA は、長期的な投資を目的としてい

ることから、現行 NISA と比べ、年間投資上限

額や、非課税期間など、下図表のような違いが

あります。

また、現行 NISA と積立 NISA は選択して適

用できるとされております。

よって、これまで現行 NISA を適用していた

場合でも、中途で積立 NISA に変更することが

可能ですが、同一年度において現行 NISA と積

立 NISA を併用することはできません。 

４．現行 NISA の見直し 

現行の NISA についても、その使い勝手を改

善するための方策として、非課税保有期間(5 年)
の終了時の投資枠の移管、いわゆるロールオー

バーの上限額が撤廃されることとなりました。

従前では、非課税保有期間(5 年)が終了した

際には、原則的には課税口座に払い出すか、120
万円を上限に他の年分の投資枠に移管(ロール

オーバー)する方法しかありませんでした。 
しかし、平成 29 年度税制改正により、他の

年分へロールオーバーできる上限額が撤廃され

ることとなり、現行 NISA の長期運用を行いや

すくなります。

５．おわりに

積立 NISA の導入により、以前より長期的な

投資を行いやすくなりますが、税制改正大綱で

は、その対象商品が一定の投資信託に限定され

ており、現行の NISA と比べ、株式投資を行え

ない点では、その運用手段は限定的と言わざる

を得ません。

積立 NISA の対象商品の要件については引

き続き検討が進められることとされております

ので、今後の動向が注目されます。

【図表】現行NISAと積立NISAの比較

現行NISA 積立NISA

年間投資上限額 120万円 40万円

非課税保有期間 5年 20年

投資可能期間 平成26年～35年(10年間) 平成30年～49年(20年)

投資対象商品
上場株式、上場投資信託、不動産投資
信託、投資信託等

長期の積立・分散投資に適した一定の
投資信託(※要件については今後検討)

投資方法 通常の取引による買い付け
契約に基づく定期かつ継続的な方法に
よる買い付け

現行NISAと積立NISA
の関係

選択的に利用可能
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利益連動給与の見直しについて

１．はじめに

平成２９年度税制改正大綱において、役員給

与の見直しが盛り込まれています。

役員給与の規定には、定期同額給与・事前確

定届出給与・利益連動給与がありますが、今回

はその中でも可決されれば大幅な拡充となる利

益連動給与についてその概要をご説明いたしま

す。

２．利益連動給与とは

現行制度における損金算入可能な利益連動

給与とは、同族会社でない法人が支給する役員

給与のうち利益に関する指標を基礎として算出

された給与で、有価証券報告書に記載されるな

ど一定の要件を満たすものをいいます。

３．改正の内容

現行制度 改正案 

算定指標

の範囲 

利益の状況を示す指標 

・・・営業利益、経常利

益、税引前当期純利益、

ROA、ROE など 

左記に①②が加えられま

す。 

①株式の市場価額を示す

指標・・・株価 

②売上高の状況を示す指

標・・・売上高（注） 

（注）左記又は上記①の指

標と同時に用いられるもの

に限ります。 

算定で用

いる指標

の期間 

当該事業年度 

左記に①②が加えられま

す。 

①当該事業年度後の事業

年度 

②将来の所定の時点若し

くは期間 

利益連動

給与の範

囲 

算定指標を基礎として算

定される確定額を限度と

しているもの 

左記に①②が加えられま

す。 

①算定指標を基礎として

算定される数の市場価格

のある株式又は新株予約

権を交付する給与で確定

した数を限度とするもの 

②算定指標を基礎として

行使できる数が算定される

新株予約権による給与 

※新株予約権は、行使に

より市場価額のある株式

が交付されるものに限りま

す。 

対象法人

の範囲 

同族会社に該当しない

法人 

左記に、同族会社のうち非

同族法人との間に完全支

配関係がある法人の支給

する給与が加えられます。 

・・・上場会社の完全子法

人が支給する利益連動給

与が認められることになり

ます。 

※上記の改正により、損金経理要件について所

要の見直しを行うこととされています。

今回の改正により、一定の株式による給与も

利益連動給与による損金算入の対象となります。

一定の株式による給与としては「パフォーマン

ス・シェア」（以下ＰＳといいます。）と呼ば

れるものがあります。

ＰＳとは、中長期的な業績目標の達成度合い

によって交付される株式による報酬のことをい

います。これにより、将来の業績目標を算定指

標とし、その達成度合いに応じて株式報酬を支

給することが可能となります。

具体例として下図をご参照ください。

（前提）３月決算法人、業績目標：中期経営計

画（３年間）の平均の算定指標

４．おわりに

平成２８年度税制改正おいて明確化された

リストリクテッド・ストックに引き続き今回の

改正においても株式報酬制度の枠組みが広がる

こととなります。今後は会社の実態に応じて、

どのような報酬制度を採用していくか検討する

必要があります。また、ＰＳについては、別途

会社法上の手続きを確認する必要があることに

ご留意ください。



Visit our web sites at 
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